
陽子は水道の水、飲まないよな。

わかして飲んでるよ。

冷
れいぞうこ

蔵庫にいつもペットボトルの水を買い込んでるじゃないか。

そのまま飲む分はね。それに子どもにはできるだけ安全な水

を飲ませたいのよ。

水道水は安全と思うけどな。水まで買うなんてもったいない

な。おじいちゃんは今でも井
い ど み ず

戸水だよね。

おお、水道の水はめったに飲まねえ。水道ができて飲んだら、

ぬるいし薬
くすり

くさくてまいった。井戸だとお茶の味が違う。

井戸水はまろやかよね。わかさないとちょっと気持ち悪いけ

どね。

それに夏冬温度が17～ 18度で一定してる。冬なんて井戸

から湯
ゆ げ

気が出てたよ。

井
い

 戸
ど

井戸の内部　　西真土井戸　　広川現代の流し



水道っていつできたの？

今の県営水道になったのは、東京オリンピック

の頃からだよ。その前は、金目のわき水から

簡
かんい

易水道を引いてたよ。これはうまかったな。

さらにその前は井戸だよ。

＊県営水道：昭和8年に相模川へ寒
さむかわしゅすいじょう

川取水場が設けられ、昭和9

年から平塚市の中心部へ給
きゅうすい

水が開始された。昭和45年に市内

全
ぜんいき

域へ県営水道が引かれた。

＊東京オリンピック：昭和39年に東京で開かれた第18回オリ

ンピック競技大会。

＊簡易水道：市内の農村部では昭和32年から湧
わきみず

水を水
すいげん

源にした

簡易水道がひかれるようになった。

今はモーターでくみ上げてるけど、むかしは竹

ざおにつるべ
4 4 4

をつけて、井戸に下ろして水をく

んだんだよ。

ほんとに、たいへんだったね。毎朝、手
ておけ

桶で流

しの水がめをいっぱいにするのが日
にっか

課だったか

らね。勇にもさんざん手伝ってもらったね。

井戸ってどこの家にもあったの？

この辺はだいたいあったよ。うまいまずいは

あったけどよ。八幡の親
しんせき

戚じゃあ、終戦後、ま

わりに工場ができたら水がまずくなって、しま

いには涸
か

れちまったよ。そういう家は水道を引

かねえとどうにもならなくなっちゃったんだ。

台所の手押しポ

ンプ　富士見町

つるべ桶

竹ざおにつけた

バケツ

両手桶

水がめ



ねえ、トイレのウンチってどこへ流
なが

れてくの？

下
げ

水
すい

道
どう

を通
とお

って、処
しょ

理
り

場
じょう

できれいにされて、川や海へ戻
もど

され

るんだ。

＊処理場：平塚市には四之宮に相模川流域下水道右岸処理場がある。

うちが水
すい

洗
せん

トイレになったのは25年くらい前
まえ

だよ。葵
あおい

ちゃ

んはくみ取
と

りトイレなんて知らないでしょ。

＊水洗トイレ：トイレの水洗化は昭和40年代に市内中心部から始められた。

キャンプ場はくみ取りだったもん。むかしはおうちもそうだっ

たの？

そうだよ。業
ぎょうしゃ

者が来てバキュームカーで吸
す

い上げていったん

だよ。

＊バキュームカー：大
だいべん

便と小
しょうべん

便をポンプで吸い取って運ぶ自動車。

おれなんか、平塚の町へコイアゲに行ったよ。

なあに、コイアゲって？

便
べん

 所
じょ

（左）小便所　（右）便所のくみ取り口　富士見町くみとり便所　上吉沢水洗トイレ



朝早く荷
にぐるま

車に肥
こえおけ

桶を積
つ

んで行って、決まった家を何
なんげん

軒か回る

んだ。そんで人
じん

ぷんを肥桶にくんで、畑のこやしにすんだよ。

＊人ぷん：人糞。人間の大便のこと。

へえ、肥
ひりょう

料になったんだね。

そうよ。家の分だけじゃ足りねえから、町の勤
つとめ

め人の家から

もらってくんだよ。いい肥料になるから、盆
ぼん

と暮
くれ

には付
つ

け届
とど

けをしたぐらいさ。

＊付け届け：日頃、お世話になっている人へ、お礼にさしあげる贈りもののこと。

くみ取ってあげるのに、お礼
れい

までしてたのね。今とはまった

く反対ね。

風
ふ ろ

呂や流しの排
はいすい

水だって無
む だ

駄にしない。人
じん

ぷんに混ぜてうす

めて、どろどろに発
はっこう

酵させて使ったんだ。

じゃ、昔はくみ取り業者がいらなかったんだね。

いってみれば農家がくみ取り屋だったんだ。

肥びしゃく肥桶 小便桶



おばあちゃんの頃はぜんぶ手洗いでしょ？

そうねえ。今は全
ぜんじどう

自動で助かるねえ。うちじゃあ和子さんが

嫁
よめ

入り道具に二
にそうしき

槽式を持ってこられるまで、たらいと洗
せんたくいた

濯板

で手洗いしてたからね。

「うちには洗
せんたくき

濯機はない」って勇さんから聞いてたから、ぜっ

たいに持って行かなきゃと思って親に買ってもらったの。

二槽式ってなあに？

今の全自動は洗
せんざい

剤入れてスイッチ押すだけで良いでしょ。二

槽式はお洗濯が終わったら脱
だっすいそう

水槽へ移し替えなきゃいけない

の。今から思えば手間だけど、私が中学生の頃は、洗濯した

衣
いるい

類をローラーにはさんで絞
しぼ

る洗濯機だったから、便利になっ

たと思ったわ。

洗
せん

濯
たく

全自動式洗濯機

手回し式洗濯機

終戦後から昭和30年代に使

用された。中に汚れものと熱

湯を入れてハンドルを回す

と、本体が回転して汚れが落

ちるしくみになっている。と

くに油や泥の汚れ落しに使わ

れた。



私の頃は、たらいと洗濯板と張
は

り板
いた

が嫁入り道具だね。洗剤

なんかないから、洗濯石けんで、ごしごし板の上でこすりつ

けて洗ったんだよ。これで汚れがよく落ちたんだよ。私の母

親は、灰
あ く

汁も使ってたね。

あくってなあに？

火を燃すと灰
はい

が出んでしょ。その灰を水に入れてかき混ぜて

ね、上
うわずみ

澄の汁を使うんだよ。灰はいろいろ役に立ったんだよ。

みがき粉みたいにしてお鍋
なべ

やお釜
かま

をこすったり、わらびのあ

く抜きしたり、それに大切な肥
ひりょう

料になったからね。

ほんとにリサイクルだよね。合
ごうせいせんざい

成洗剤はいくら汚れが落ちて

も、そのまま流せば川を汚しちゃうもんね。

＊合成洗剤：石油など、動植物からとった油以外の原料を用いて、化学的に合成して

つくられる洗剤。

たらいと洗濯板

張り板

着物の洗い

張りに用い

ら れ た 道

具。洗濯板

で洗った布

を張り板に

張って干し

た。



家を建て替える前は、薪
まき

でお風
ふ ろ

呂をわかしてたんだよ。

薪の風呂は良かった。お湯がやわらかくて、よく暖
あった

まった。

おれはさんざん風呂焚
た

きをやったよ。冬なんかすぐに冷めちゃ

うから焚きどおしだったよ。

勇は覚えてないかもしれんが、むかしはもらい風呂といって、

近所で順番に風呂を立てて、お互いにもらったりもらわれた

りしたんだ。子どもの頃は、「おふろがわいたよ」って近所へ

触
ふ

れてまわったもんだよ。

＊触れてまわった：伝えて歩いた。

うちでお風呂をわかすと、よその家の人から順
じゅんじゅん

々に入るで

しょ。私なんかしまい風呂
4 4 4 4 4

だから、お湯は少ないし冷めてる

の。でも最後だから足すのはもったいないでしょ。それで翌朝、

栓
せん

を抜くとき見ると、お湯が真っ黒なの。何人も入るから汚

れても仕
しかた

方ないよね。

＊しまい風呂：最後にお風呂へ入ること。

うわー、大
おお

ばあちゃんかわいそう。それはひどいよ。

でも、そうやって一
いっけん

軒がお風呂をわかせば、大勢で入る方が

節
せつやく

約になんだよ。

風
ふ

 呂
ろ



どうして？みんな家にお風呂あるんでしょ？

今だってそうじゃないか。せっかくお風呂わかしたのに、葵
あおい

一人しか入らなかったら光
こうねつひ

熱費がもったいないだろう？なる

べく大
おおぜい

勢が入った方が良いんだ。

そしたら汚
きたな

いじゃん。

むかしは井戸だからよ、風呂に水ためるのも大変だし、なに

しろ薪がもったいねえ。うちなんか薪はあった方だけどよ、

毎日家の風呂に入れるのはお大
だいじん

尽の家だけよ。なんていうか、

今とはまったく清
せいけつかん

潔感が違ったんだな。

＊お大尽：大金持ちのこと。

ふーん、むかしはご近所と仲良しだったんだね。

薪をくべるボイラーシステム　　広川 風
ふ ろ お け

呂桶　　昭和30年代のもの


